
  

 

第１３９７回 例会 ２０２０年（令和２年）６月１５日 

（ロータリー親睦活動月間） 

 

前回（６月８日）例会記録  

◇プログレス 俣野 富美雄 ＳＡＡ  

 

１．来客紹介         

  ゲスト：０名 地区外：０名 地区内：０名 合計：０名 

   

２．会長の時間  塩尻 明夫 会長 

 

皆様こんにちは。 

本日もビジターの方はいらっしゃっていないようです。 

ロータリアンの友人から先日聞いた話では、関東のある地域は「地域でどこが最初に開始 

するか」を探っている状態ということでした。 

さて、先週久しぶりに例会を復活させることができましたが、皆様如何でしたか。 

東京の感染者発生状況がまだ落ち着かず、大阪も全く油断のできない状況ですが、十分に 

気を付けながら経済活動を再開させていきたいものです。 

本日の会長の時間は、様々な活動のオンライン化についてお話したいと思います。 

皆様もおそらく、この自粛期間中は多くのオンライン会議をこなされたと思います。 

 

本日のプログラム                      （本日のプログレス 俣野 富美雄 ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「我等の生業」 

○ 会長の時間  ◎ 幹事報告  ◎ 委員会報告  ◎ ニコニコ箱報告  ◎ 出席報告 

○ 次年度活動方針 岡本  茂 会長エレクト 

・アルプス一万尺 

・きらきら星 

・シャボンだま 



 

 

ロータリーとて例外ではなく、いくつかの会議やイベントがオンライン化されました。 

まず一つ目は、我々が属する第 2660地区 IM５組の「会長幹事会」です。 

経験なさった方はお分かりと思いますが、この会長幹事会は、その年度の各クラブ会長幹事とガバナー補佐・エレクトが 

組になり、活動方針の共有や親睦を図る機会で、年間４～５回開催されます。 

ところが今回はコロナの影響で集合しての会議が開催できなくなり、ZOOM を使ったオンライン会議形式により、５月１８日に

開催されました。慣れている方もそうでない方もなんとか接続され、少なくとも顔が見えて声の聞こえる機会は大変ありがたい

ものを感じました。 

さらに驚いたのは、我々の姉妹クラブであるシンガポールロータリークラブの９０周年です。 

今月の２７日に開催予定だった記念式典はもちろん中止となり、どうされるのかと思っていたらなんと全部をオンライン化 

されていました。「６日に開催するよ」と簡単な通知は受けていたのですが、うっかり忘れており、仕事をしていると急に 

皆さんもご存知のローランド・ヨッシさんから「記念式典始まってるよ」とメッセージを受けました。 

送って頂いたチャンネルに入ると、なんとシンガポールロータリーのたくさんのメンバー、また世界中の姉妹クラブや 

提携クラブが一同に集まっていました。よく知っている過去の会長や会員の皆様もみな参加しておられたのですが、 

何人かはきちんとブラックタイやドレスを着用しておられました。 

忘れていたことを悟られぬよう、急遽ではありますが大阪船場ロータリーを代表してお祝いのご挨拶を述べて参りました 

ので、この場を借りましてご報告申し上げます。 

今起こっているほとんどのことはコロナ前からずっとあったことで、単に使う人と使わない人が分かれているだけでしたが、 

その状況が既に一変していることを感じます。 

以上、会長の時間を終わります。 

 

３．委員会報告   

◎ 次年度 SAA委員会 片岡 清夫 委員長 

次年度例会年間スケジュールで SAAの毎月の司会者が発表されています。もしご都合が悪ければご連絡ください。 

 

４．ニコニコ報告  吉本  力 親睦委員 

伊藤 会員・・・・コロナ禍と同じタイミングで脊柱管狭窄症になり、不自由な日々を過ごしています。本来はすでに 

海外訪問国１００カ国を達成しているはずでしたが、現在全く予定がたちません。 

新川、栗原、清水、吉本、宮原、井澤、塩尻、原山、小山、小島、沖、俣野、北野、中西、片岡、大磯、山川、岡本(茂)、 

大嶋、松谷、甚田、中村、岡野、岡本(真)、 

  各会員・・・・今日から棋聖戦五番勝負 藤井七段、最年少タイトルに挑戦! 

 

５．出席報告 俣野 富美雄 ＳＡＡ 

会員総数 ３６名 出席率計算会員数 ３６名 出席会員数 ３２名 出席率 ８９％ 

第１３９４回（２月１７日） 修正出席率 ９７％ 

 

６．フリートーク 

テーブルごとにコロナ禍のこと、また今後のことについて意見交換をしていただきました。 

 

 

 



 

 

７．フレディアント君への有志による支援について  元カウンセラー 岡本 真太郎 会員 

支援について、現時点（６月８日）の状況報告をさせて頂きます。先日、本人からも報告があったように、本人の第一志望であ

ったダイハツ工業株式会社から内定をもらっております。予定通りいきますと、来年３月で大阪工業大学大学院を卒業し、４

月からダイハツ工業株式会社でお世話になるとのことです。当初の支援金目標金額 760,000円（40,000円×19か月）に対し

て、現在 667,000円のご支援を頂いております。また、予定通り月  々 40,000円の支援金を事務局より本人に振り込んで居り、

現在 400,000円（40,000円×10か月）支払い済みです。目標金額まで残金額 93,000円となりました。目標金額に至りました

ら、月初例会の支援金窓口は閉鎖させて頂きます。残りもう少しではありますが、引き続きみなさまのご協力をよろしくお願い

致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 集金実績 支援金実績 繰越金 

9月 123,000 40,000 83,000 

10月 47,000 40,000 90,000 

11月 77,000 40,000 127,000 

12月 88,000 40,000 175,000 

1月 81,000 40,000 216,000 

2月 54,000 40,000 230,000 

3月 71,000 40,000 261,000 

4月 0 40,000 221,000 

5月 0 40,000 181,000 

6月 126,000 40,000 267,000 

小計 667,000 400,000   

    支援金（予定） 繰越金（予測） 

7月   40,000 227,000 

8月   40,000 187,000 

9月   40,000 147,000 

10月   40,000 107,000 

11月   40,000 67,000 

12月   40,000 27,000 

1月   40,000 -13,000 

2月   40,000 -53,000 

3月   40,000 -93,000 

小計 0 360,000   

合計 667,000 760,000   

    

 目標金額 760,000  



 

 

                                

【２０２０-２０２１年度 国際ロータリー（RI）会長、テーマ】 

 

次年度RI会長 

ホルガー・クナーク氏 

HerzogtumLauenburg-Mollnロータリークラブ所属 

 

１９９２年にロータリー入会。ロータリーの財務長、理事、 

モデレーター、各種委員会の委員や委員長、規定審議会 

代表議員、ゾーンコーディネーター、研修リーダー地区 

ガバナー、２０１９年ハンブルグ国際大会ホスト組織委員会 

の共同委員長を歴任。現在は恒久基金/大口寄付アドバイザーを 

務める。 

不動産業を営む「Knaack KG」の CEO。１２５年続く家族事業の「Kaack Enterprises」の元パートナー兼 

ゼネラルマネージャー。 

地域社会では、ラッツェルブルグ市市民財団の創設メンバーであり、Gu Grambekゴルフクラブの会長を 

務めた景観を持つ。 

カール・アダム財団の会長で創設者。 

スザンヌ夫人とともにメジャードナー、遺贈友の会会員としてロータリー財団を支援。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆次回６月２２日（月）例会予定 

・卓話 塩尻会長 甚田幹事 

・撞木引継ぎ 


